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酪農体験ではこの場所で酪農
について説明をした後、牧場内
を回る
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観光業に惹かれて酪農の世界へ
　私は大学卒業後、就職先として藤田牧場を選
択しました。もともと酪農家になりたいという強い
思いがあったわけではなく、観光牧場で働いてみ
たいという気持ちが大きかったんです。学生時代
に北海道の観光牧場を調べるなかでこの牧場を
知り、実習に来たことが、ここで働くことを決めた
きっかけになりました。
　ここは観光が前面に出ているように見えても、
酪農業の部分がしっかりと経営の軸となっていま
す。「酪農をやりながらお客様と話す」という働き
方も面白いのではないかと思いました。そして、当
時の代表の娘だった妻と出会い、結婚しました。
2025年1月に法人化し、現在は代表として経営し
ています。
　牧場内に2棟あるコテージは宿泊可能で、通年
営業しています。酪農教育ファームの認証牧場と
して酪農体験も積極的に行なっており、毎年4月
末から10月末まで、お客様を受け入れています。
旅行会社を通じて修学旅行生も受け入れていま
す。酪農体験は単なるコーナーではなく、きちんと
対価をいただく観光業として運営しています。だか

牧場名      （株）カントリーファーマーズ藤田牧場

交牧連      北海道ブロックユース

代　表      藤田大和さん（�� 歳）

従事者      本人、妻、義父、社員 � 名

経産牛     経産牛���頭、未経産牛���頭（自家育成）、和牛�頭

自給飼料      ���ha（牧草 ��ha、デントコーン ��ha）

北海道河東郡鹿追町で観光と酪農を両立さ
せる（株）カントリーファーマーズ藤田牧場。
年間約 3000人が訪れ、酪農体験やコテー
ジ宿泊を通じて“牛と命”を来場者に伝える。
2025 年 1月に法人化し、経営体制の整備に
も踏み出した。酪農を軸に地域とつながり、
人を育て、仕事として成立させる。その挑戦
を代表の藤田大和さんに聞いた。

らこそ、楽しんで満足して帰ってもらうことを大切
にしています。

「きつい仕事」のイメージを変えたい
　以前は繋ぎ牛舎で総頭数150頭を8人で管理し
ていました。観光業と両立するため人手が必要と
いうこともありますが、昔ながらの人力作業が多
い非効率な牛舎でもありました。
　結婚を機に9年前に現在の牛舎を新設しまし
た。今後も従業員が必要と考えていたので搾乳は
パーラー、ほかを機械化し、効率化を図り、規模を
3倍に拡大しました。
　新牛舎に伴って体験コースも見直し、現在は牛
舎内上部のキャットウォークに上って、自動給飼機
や除糞スクレーパーが動く様子も見てもらってい
ます。酪農は“重労働で大変”というイメージを持
つ方が多いですが、今はシステマチックに進歩し
ています。その姿をしっかりと伝えたいと思ってい
ます。
　酪農体験の入口は、「子どもに乳搾りをさせた
い」がほとんどです。でも実際に話始めると関心を
持って聞いてくれるのは大人のほうです。私は「酪

北海道河東郡鹿追町　（株）カントリーファーマーズ藤田牧場

観光と酪農で“伝わる牧場”を作る観光と酪農で“伝わる牧場”を作る
酪農と地域を盛り上げるユース達（地域交流牧場全国連絡会）シリーズ
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農は魅力ある仕事だ」ということを一番に伝えた
いと思っています。そのためには“大人への食育”
が大切だと思っています。大人が酪農という産業
について理解を深めれば、自身の子ども達、つま
り次の世代に、酪農の実際や面白さを伝えてくれ
る。そこにやりがいを感じています。

“働き続けられる牧場”作り
　観光事業と酪農の両立で一番大変なのは、人材
の問題です。お客様対応は日本人スタッフに依存
せざるを得ません。人がいなければ回りません。
　2025年に法人化したことを皮切りに、今後は人
を呼び込み、定着させるためにも、福利厚生を整
え、働きやすい会社にしたいという思いがありま
す。マニュアルや評価制度を整備し、「自分が教え
ないとできない」状態をなくし、従業員同士で解決
できる仕組みを作ることが目標です。
　観光事業も同様で、酪農体験は1人から最大
100人まで受け入れていますが、1回の体験は、従
業員1人当たり25人程度が限界だと感じていま
す。お客様全員に満足して帰ってもらうためには、

こうした体制作りも不可欠です。

交牧連で広がった横のつながり
　もともと牧場としては当初から、地域交流牧場
全国連絡会（交牧連）や酪農教育ファームに加入
していましたが、結婚を機に自分も交牧連に関わ
るようになりました。実際に参加してみると、自分
とは違った考えや価値観を持った人とも出会え、
新たな発見がありました。
　また、昨年の交牧連のクラブ・ユースの全国勉
強会では、3人の酪農家による講演があり、ディス
カッションも行なわれました。そこでは、それぞれ
の経営や考え方に触れることができました。その
なかで、“チーム作り”の話は、とくに強く印象に
残っています。経営は牛だけでなく、人で成り立つ
という視点は、法人化した自分にとって非常にタ
イムリーなトピックスでした。
　交牧連の価値は、単なる勉強会ではありませ
ん。同志を持つ仲間だからこそ、本音で話せる距
離感があります。飼養管理や人材確保の悩み、地
域との関わり方など、立場が近いからこそ具体的

な議論ができます。
　私自身、観光と酪農を両立させる経営をしてい
ますが、地域のなかで活動することと、全国で横に
つながること、その両輪が経営を一段引き上げて
くれていると感じています。

もっと都会に目を向けて情報発信を
　酪農生産については、現状の規模を基本に、来
年は乾乳舎を新設予定です。現在は一部預託に
出している育成牛も、全頭自家飼育できる体制に
したいと考えています。また、以前から力を入れて
いるゲノム検査も活用し、疾病を減らし、長命連産
できる経営を目指しています。
　観光については、冬でも100人規模で受け入れ
られる冷暖房完備の酪農体験施設を整備したい
という思いがあります。酪農体験事業とコテージ
事業では年間約3000人が訪れ、牧場経営を支え
る一つの柱となっています。夏は満室が続く一方、
冬は閑散期となるので、冬の稼働率をどう上げる
かが課題です。
　酪農と地域は切り離せません。食育はもっと都

会に向けて発信していくべきですし、酪農の厳し
い現状もきちんと伝える必要があります。楽しさだ
けでなく、現実も含めて伝える。それが、われわれ
酪農家の役割だと思っています。

子牛には1頭ずつ名前がつけられ
ていて体験をするお客様にも好評
だという

牛舎上部に設置されたキャッ
トウォークからは、自動給飼
機やバーンスクレーパーが稼働
する様子が見られる


